
　
 INCLUDEPICTURE "http://kusuri-jouhou.com/sozai/image/capsule/capsule2/capsule4-aa.gif" \* MERGEFORMATINET 


くすりのなまえ　
第２９回　うつに効くくすり
　　うつ病は日本では50人に1人がかかっていると言われている、病気です。うつ病は神経症状からめまい、動悸などの身体の症状まで多様な症状が現れます。うつ病には脳内のセロトニンやノルアドレナリン、ドーパミンなどが関わっており、抗うつ薬はこれらの物質をターゲットに作られています。
　うつの薬には、古くからある薬（三環系、四環系など）と最近作られた薬（SSRI、SNRIなど）があり、抗精神病薬（メジャートランキライザー）でもそうだったのですが、うつ病治療の第一選択薬は近年開発されてきたSSRIやSNRIと呼ばれる種類の抗うつ薬に変わっています。
　古くからある薬は、効果が現れるのに1～3週間以上かかり、副作用として、抗コリン作用が強いために口渇、便秘、排尿障害などの副作用が出やすいです。一方、新しい薬には、効果が出るのが早く、抗コリン系の副作用は弱いとされていますが、吐き気や頭痛、下痢、性機能障害、などの副作用には注意が必要です。また、どちらの種類の抗うつ薬にも言えることなのですが、急な中断で離脱症状が現れることがあるため、中止には徐々に減量する必要があります。さらに、投与初期に自殺のリスクが上昇することが報告されており、過量服用では、14日程度の処方量で自殺に十分な量になってしまうので、初期の投与日数は最小限度にとどめることが推奨されています。
　それでは、当院に採用されているくすりの由来についてみていきましょう。
　まずは、古い薬から

ルジオミール：とくになし

　テトラミド：とくになし

　アモキサン：一般名Amoxapine（アモキサピン）から応用名をとった。

　トリプタノール：Amitriptyline Hydrochloride（一般名）より下線部を組み合わせた
　レスリン：なし

　昔からあるくすりのためか、名前の由来についてはあまりないのが多いようです。次の3つはSSRIやSNRIと呼ばれる新しい種類の抗うつ薬です。

　パキシル：一般名であるparoxetine（パロキセチン）に由来する

　ルボックス：一般名であるFluvoxamine（フルボキサミン） の下線部luvoxをとって命名した

　トレドミン：Tolerance is dominant （忍容性が優れている）より
トレドミンの名前の由来にある忍容性とは、くすりの専門用語でたまに出てくる言葉ですが、平たく言うと副作用の程度が軽いことを意味しています。上でも書きましたが、古い薬は副作用が初期から強く出ることに対比してつけられたのかもしれませんね。
次回は不安な気持ちを抑えるくすりです。
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